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			　１．前書き　：

			　

			この作品は、色々な読み方が出来るように工夫しています。

			　

			山口　佳彦の自叙伝的な意味合いがあるのですが、カテゴリー分けをして記述しています。

			ですので、気になるカテゴリーだけでも読めるようになっています。

			また、それぞれのカテゴリーの最初に”若者に伝えたい事”をMessageとして、ピックアップして書いてあります。

			ですので、その最初の部分だけを読んで頂いても十分ですし、そこから後に続く自叙伝に読み進んで頂けるようにもなっています。

			　

			もちろん、最初から順番に読んで頂いても大丈夫です。

			　

			少しでも、読んでくださった皆さんの力になりますように（祈り）

			　

			Let’s go to the more happy stage !!!

			　２．仕事」

			　

			　Message

			　

			もう一歩先へ　もう一歩ユーザーフレンドリーに（お客様目線に立って）

			失敗してもそこから学ぶ事で取り返せ　　そして、”Only one”になれ　

			　

			　

			　EndlessFuture 時代
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			まずは、現在の僕の仕事に関する内容でスタートしたいと思います。

			　

			さて無事「デジタルハリウッド横浜校」を卒業した僕は、ちょっと考えた後で、２００１年２月１５日に”個人事業主”として屋号『EndlessFuture』を立ち上げる事になります。

			この屋号は現在まで順調に続いていまして、おそらくは一生続いて行くものと考えています！

			　

			いやぁ～、EndlessFutureの黎明期は、本当にバタバタの連続でしたね、、、

			新山先生から、いくつも仕事の依頼を頂きました、感謝の気持ちでいっぱいです！

			でも、よく失敗もしました！そりゃそうですよね、スクールを卒業しただけの知識で、いきなりお金を頂く仕事をしようという方が間違ってますよね～

			この時、学んだ事は、この仕事、信頼が第一でして、一度失敗するともう二度とその相手様から仕事の依頼が来る事はない！という事です。毎回が”勝負”、なのです！

			失敗は許されないという事です。

			そこである時期、全ての仕事を断って、ひたすら自宅でPC数台とインターネット、書籍を駆使して、色々な事のスタディに没頭しましたっけ。

			そして、自分で納得の行く段階になったと思えたところで、仕事を再開しました！それからは、まずまず順調だと思います。

			　

			また、ホームページ作成だけではなく、仕事の方向性も多様化して行く事となります。

			Webプログラミングの開始です、サーバーサイドプログラミングですね！

			ここではNEC時代に培ったプログラミングの技術が多いに役に立っています、NECの航空管制配属で本当に良かったです～

			　

			その後、小規模事務所様のITサポート業務も開始して行きます、これは今でもEndlessFutureの大きな核の１つとなっています。

			大きなところでは、今では必ずITサポート担当やITチームを置いていると思うのですが、小さな事務所ではそれは人件費がかかり過ぎてしまい、叶いません！

			そこで、僕の登場となる訳です、TEL一本で駆け付けて、事務所内のIT関連の全てを正常に動かす訳です。何でも屋さんですね！

			もちろん、事務所内のネットワークの設置もしますし、OSのアップグレードもしますし、大切なデータのバックアップも推奨する方法をご提案しています。

			ここでは、Solitonでしっかり学んだ技術が多いに生かされています、Solitonで本当に良かったです～

			　

			そう、色々なアフェリエイトプログラムなども上手に活用すれば、ちゃんとした収益が得られます～

			　

			最近よく気をつけている事は、”もう一歩先へ”という事と、いかに”ユーザー様の目線”で考えられるか、という事です。

			普通に誰でも考えられるような提案をしていては、絶対に仕事は取れない、という事です。もう一歩踏み込んで誰も考えないようなところまで考えた提案をするという事です。

			そしてもう１つ、こちらは技術的には知識は十分ですからそこからの発想で、これの方が進んでいるからこれがいい！という考え方ではユーザー様の心は動かないという事です。いかにユーザー

			様の目線で何に困られていて、どういう風にしたいと考えられているかがちゃんと把握出来てから、

			初めてこちらの技術的知識の発揮の機会が訪れるのです。そうして行き着いた結論ですと、まず終わった時に、ユーザー様のお顔に笑顔が浮かびます！！

			そうすると、初めて２回目があるのです、これは本当にほんとです！！

			その時が、ユーザー様にとっての”Only one”になれた瞬間だと思います。

			是非、皆さんもこういう風に仕事して行って頂ければ、と願います。

			　

			　

			最後に、今後も小規模事務所様へのIT関連サポートの継続、IT関連の様々な収益、HP作成、プログラミング、そして将来的には”ご高齢者向けの訪問ITサポート”なども主力業務にして行きたいと考えています。

			EndlessFutureは、その名の通り、限りなく続いて行きます！

			今後とも、是非、暖かい目で見守って頂ければと願っています。

			　

			　EndlessFutureのホームページは、以下の通りです。

			  http://endlessfuture.jp/

			　サポート富岡西　スタート
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			２０１３年初頭から、今まで色々と熟考してきた結果として、１つの結論に至りました。

			政府のご意向で、年金支給開始がどうやら６５歳になる、との事で、そうなると「もう一仕事」、いわゆる最後のご奉公が出来る！と考えたのです。

			何をするか？

			それは、やはり小学５年からずっと根を下ろさせて頂いている　横浜市　特には金沢区、磯子区、港南区などに貢献したいという事でした。

			そして、内容は、ＩＴ訪問サポート　でした！

			今まで培って来たあらゆる知識を思いっきり活かせる職種です。

			　

			そういう経緯で、２０１３年から『サポート富岡西』（サポートとみおかにし）という名称で、訪問サポート業務を開始致しました。

			　

			初年度の総括としましては、本当に営業、技術、社風などの様々な点で学ばせて頂いた事柄が多数ありまして、もちろん思惑通りに「ニーズ」は本当にそこここに点在していまして、宣伝を打てば必ずリターンがある、という状況です。

			　

			１つ誇れる数字を挙げさせて頂きますと、料金回収率は１００％を超えています！

			そうなんです。全額回収出来ている上に、「こんなにやってもらったのに、安過ぎる！」とおっしゃっられて、割り増して頂戴せざるを得なくなるケースまであるのです。

			　

			２０１４年は、様々な面で経験という大きなものを得てのスタートですので、是非より良いユーザーフレンドリーを追求しながら、地元に恩返しをし続けて行きたいと考えています。

			　

			　サポート富岡西のホームページは、以下の通りです。

			　http://blog.livedoor.jp/support_it/

			　NEC 時代

			　

			さてここからは、横浜国立大学卒業以降の僕に関して記載して行こうと思います。

			　

			見事、予定通りにこの年の理系人気ランキング１位だったNEC（日本電気株式会社）に推薦で入社。

			航空路管制システム本部に配属されます。

			この時に、直属の上司になってくださったのが、深澤量一さんでした。

			深澤さんは、とてもアイデア満載な上に優秀な方で、僕は本当に恵まれていたと思います。

			また、書記さんに大山秀子さんという方がいらっしゃって、僕は一目で気に入ってしまいましたね！皆のアイドルだったのでしょう～

			本部は田町の、今はあの高いビルで有名なNEC本社ビルの場所に建っていた田町事業所でした。

			程なくして、僕の所属していたRDP（レーダーデータ処理）システムチームは、NTTの芝電話局に移り、そこでNTT様と一緒に開発して行く事になります。

			NTTは業務処理部分を担当して、NECは制御処理部分を担当していました。

			コンピューターはNECの大型コンピューターACOSで、僕らはHPL（エイチピーエル）原語で開発を行って行きます。

			僕らは、一週間の合宿プログラムでHPL原語のスタディを受けましたが、僕はこの一週間でもうHPL原語の事がほとんど分かっていましたね。後はマニュアルとマシンを使ってどんどん開発出来たように記憶しています。

			卒業論文のための研究の時に、パソコンでプログラミングを経験していた事が少し役立ったのかも知れません。

			この頃は、”絶対にRDPシステムを自分の力で成功させてやる”、そして”航空路管制システム本部を良くしてやる”んだ！という気持ちだけで、もう目一杯に頑張って飛び回っていた頃、若い！懐かしい～

			　

			そう、この頃はひたすらに深澤さんが何をしてるか、どのように行動しているか、何を発言しているか、何を考えているかを、もう目一杯アンテナを張って観察して、真似しようと懸命になっていた頃でもあります。”何でも最初は模倣から始まる”とも言いますが、まさにそれを地で行っていた頃。

			本当に役に立ちました、ありがとうございます！

			　

			また、”自分の力で成功させるんだ！”と思っているもんですから、もう上下関係とか社内とか社外とかそういう事は全く頭の中になくて、知りたい情報をNTTさんが持っていると分かれば、もうすぐにNTTのオフィスにほんとズカズカと一人で飛び込んで行って、知っている人を見つけるともうその場で議論を始めてしまって、帰って来て、その情報を資料化して、深澤さんの承認印をもらえば、もうすぐに部内回覧しちゃうような事は日常茶飯事でしたっけ（笑）

			NTTの丸田さんとは、この頃からの長いお付き合いになります。

			一事が万事、こんな具合でしたけれど、深澤主任始め、課長さん主任さん達が暖かい目で見てくださっていたのでしょう！僕が何をやっても怒られる事はありませんでしたね。おかげでこの方向性はどんどん押し広がって行く事になります～

			またこの頃、後輩に桜澤（旧姓：大崎）美佐子さんが入られて、僕が一応指導させて頂いたのですが、綺麗な女性ですし、あまりうまくは出来ず、”僕の背中を見て真似してください。”って感じだったような、、、（済みません、至らなかったかも知れないですね。）とても優秀な方でした。

			　

			そうこんな事もありました！

			毎週一回、主任会議が行われるのですが、いつの頃からか僕も呼ばれるようになって、担当が一人加わった主任会議が行われていましたっけ～

			（きっと、山口君は一人でどんどん突き進んじゃうので、色々情報提供しておいた方が良いね、という主任さん達の心優しい計らいだったのだろうと、今思います。）

			　

			またこんな事も！

			僕はある時、担当していた通信装置の伝送制御手順を全パターン！書き出してまとめて置きたいと思い立ったのですが、これは装置の中のコンピューターがやる処理を全部書き出そうと言う非常に集中力の必要な作業でしたので、僕は会議室を３日間借り切って、朝タイムカードを押したらすぐ会議室に向かって作業を始め、夜までやって、タイムカードを押して帰るという日を続けていたんです。自分のデスクには一回も座らないで！

			作業は順調に進んでいたのですが、三日目になったら、さすがに回りの皆さんが何やら心配され始めたらしくて、１つの協力会社のリーダー：秋山さん（とても優しい、能力も高くて、思いやりのある方）が会議室に入って来られて、「山口君、何やってるの（大丈夫か？）？」と言われて、事の次第を話したらすぐ納得してくださって、「あんまり根詰めるなよ。」とか言われたような気がします、恵まれてましたね，僕は！

			その資料を深澤さんに見せたところ、納得の表情を見せてくれたように感じて、とても嬉しかった事を覚えています。

			　

			ああ、ある時に深澤さんが別事業部に移動される事になった時には、深澤主任の率いていた僕の居たZOO（ズー）グループは、そのまま一人欠いたまま継続され、僕が率いる事になり、報告などは金子主任に上げる形式になりました。担当グループ長の誕生でした、でも深澤さんの事はもう穴があく程観察していたので、どんな感じにすれば良いかは分かっていましたので、特に何の問題もなく継続されて行ったと思います。（でも、寂しかったですね、本当に～）

			　

			その後、通信業システム本部に移動になり、一年程毎週出張（高松→大阪→東京）という初めての経験をして、それはそれでとても楽しくて次第に信頼関係も出来て行ったのですが、やはり”航空管制”という絶対に止まってはいけない（飛行機ぶつかっちゃいます～）システムへの愛着が強くて、本部長との面接の時に「戻して頂けないでしょうか。」と言って、ちょうど戻る椅子を大東課長が用意してくださったようで、無事交渉成立でまた航空管制に戻ります。

			　

			そこで待っていたのは、ATFMシステム開発（５０名程度）のリーダーの仕事でした。

			ここで僕は痛感するんですね、人をまとめる仕事は全然向いてないと！

			一年経った頃、大東課長から、「このままATFMシステムを率いて主任に成りなさい。」と言われるのですが、僕はそれは本意ではなかったのでお断りしたところ、政府の電子技術研究所様での担当としての仕事を回してくださいました、ありがたかったです！！

			　

			ここでは、協力会社の名古屋秀樹さんが取りまとめをされていて、僕は担当で入れました。

			ここでほぼ初めて、EWS4800シリーズ（UNIXマシン）での開発を経験しましたね！最先端のマシンですから嬉しかったですよ～

			しかし、最初のシステムでEWS4800シリーズがそんなに描画処理が重たいなんて全然考えていなくて、開発が楽だからと安易に（詰めが甘かったんですね！）上位の描画ライブラリを使ったのですが、すぐ描画処理を遅くて使い物にならない事が判明しまして、僕はもうすぐに！対処策（下位のライブラリを使う）と工数、人選などを取りまとめて、飛び回って自ら改修作業を行って（協力会社さんから一名と二人で）何とか無事納める事が出来ました！あれは本当にヤバかった～

			　

			でも、次に担当した『電子運航票表示デモシステム』で、その教訓を遺憾なく発揮しまして、こちらは本当に大成功をおさめます！

			この頃、後輩の安達敏竜君と本当によくつるんでましたっけ（笑）本当に気の合ういい後輩でした、仕事も出来たし。

			また、部内のIT推進グループの活動も積極的にやっていまして、少しでも皆が効率よく働けるようにと、いつも考えていました。皆、手弁当で参加しているのですが、こういう部分に注目する人材には優秀な方が多かったように思います。

			感謝の言葉もいくつか頂けました。こういう時は”内心でガッツポーズ！”でした～

			話は戻って、『電子運航票表示デモシステム』の表示部分には、一番下位のライブラリを使用して、なおかつ一番の中心になる運航票一枚を表示する部分の設計・開発を僕が自らなるべく軽くなるように注力して行いまして、回りは他のメンバーに担当を割り振って作成してもらいました。（現在でもほぼこの時と同じ表示形式が、実際のシステムで採用されています。）

			ここで皆さんに言いたい事は、”いけない状況が起こったなら、とにかく一分でも早く報告”するという事と、”失敗してもそこから学ぶ事で取り返せ”という事です。

			　

			ここで僕は主に２つの理由で、NECから旅立つ決断をします。

			１つは、体調が優れなかった事。

			もう１つは、NECという殻がちょっと窮屈に感じていて、そこを飛び出して今の僕の実力なら十分に勝負出来るように感じていた事。

			　

			　

			芝電話局にいた頃、上の方で「航空路管制システム本部を支えて行くのは、山口君だろう。」と言われていたらしいという話は、NECを辞める頃に聞いた話！

			　Soliton Systems 時代

			　

			そして僕は晴れて外の世界に飛び出て、独立系のネットワーク構築の専門会社”Soliton Systems”に入社する事にしました。

			この決断は今になって振り返ると、本当に正解だったな、と思います。

			　

			そうそう、この時にNECからの紹介でYMTCなる組織を紹介されて伺ったのですが、ここには今でも伺っているのですが、本当に優れたサポート組織でして、バンドメンバーの石塚淳君の奥様から僕にSOSのTELが入った際にも、上手にこちらを紹介させて頂き、本当に最善の策を尽くして差し上げる事が出来たと思っています。

			　

			さて話は戻りまして、この会社は新宿にありましたので、通勤時間が長いのが唯一の欠点でしたっけ（笑）

			でもここで、いきなり年収が２００万円UPしました！NECの時に低く抑えられてる感があったので、「やっぱり！」と思いましたね～

			一番最初にカルチャーショックを受けたのは、相手がこちらの言う事をろくに聞いてくれない事、でした！

			そこでまず思い知らされましたね！

			今までは「”NECの”山口さんがそうおっしゃるなら、やりましょう！」と、「”あの”山口君が言うのなら、やろうよ！」だったのですね、全てにおいて。

			その”NECの”と”あの”が全くなくなっている訳ですから、ただの山口っていう新入りが何か言ってるよ、で終わっちゃうのですね、ちょっと考えてすぐに分かりました。

			この状況を打破するためには、とにかく”理論武装”しなければ、と痛感しました。それからは、本当に毎日「今日も一日チャレンジするぞ！」と気持ちを新たにして、ネットワークの事（基礎から最新情勢まで）、DOS/Vパソコンの事を深く広く、本当にスタディの日々が続きました。本も読み、実践もし、人にも相手の負担にならない範囲で聞いて回りました。

			数ヶ月経つ頃には、もう普通に皆さんと会議が出来るようになってましたっけ（笑）

			また、部署のリーダーの方が、僕の事をよく面倒みてくれまして、よく「山口、ちょっと来い！」って感じでよく声をかけて頂き、とても助かりました～

			この頃はちょうどインターネットが世の中に爆発的に浸透して行く時でして、もちろん今はネットもPCもどんどん進歩はしているのですが、その基本は何ら変わっていないので、この時にしっかり貯えさせて頂いた知識と、新しい情報をすぐに取り入れる癖（くせ）は、今でも本当にそのまま使えますので、Solitonを選んで大正解でした！！

			その後、全国規模のネットワーク構築の仕事を任され、営業と打ち合わせに行き、自ら設計したネットワークを社内の出来る方にチェックして頂き、最後の実装の場面では全地域同じレベルの作業が出来るようにと、ばか丁寧な手順書まで作成して、部内のほぼ全員の方にお願いして、各地域のユーザー様の拠点に行ってもらって、もちろん自分でも何カ所か出張して実装して、無事にその仕事をやり遂げるまでになりました！

			ここで、このままこの仕事を続ける選択もあったのですが、いかんせんこの会社は急がし過ぎました、少々～

			そこで僕は、ここを卒業する事にするのです。

			　

			そして仕事がない訳ですから（笑）、いろいろ事務手続きなどもして、職業安定所などにも足を運んで手続きなどもして、失業手当など頂きながら、でも本人は「あぁ～、やっぱりこの悠々自適感が良いなぁ～」などと、かなり満喫していた訳ですぅ～

			　HALEX 時代
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			そうこうしているうちに、NEC時代に長きに渡って一緒に仕事させて頂いて、とても仲良くさせてもらっていた元NTT（現NTT-DATA）の丸田昌宏氏から連絡がありまして、「うちの会社でまた一緒に、航空管制の仕事をしませんか？」とお誘いがあったのです！

			あの丸田さんからの誘いを断る事は出来ませんでした！（個人的には、何かもう少し自由のあるやり方で収入を得る方法を考えたかった気持ちもあったのですが、）

			そして程なく、僕はNTTの関連会社”HALEX”の社員として、また田町で働く事になるのです。

			ここでも、まずカルチャーショックが２つ程ありましたね。

			前にも話しましたが、NEC時代に”用事”があれば、ところ構わずNTTのオフィスだろうが何だろうがズカズカ一人で入って行って、担当の人を見つけてその場でもう議論を始めちゃうような具合でしたので、もう十分にNTTの航空管制チームには、顔も名前も知れ渡っていて、今度はいきなり”NECの”、”あの”スーパー山口さんがうちに来た！という事で、回りからの注目度が非常に高くて、その上、仕事ぶりに対するハードルもいきなり非常に高くて、これには終始悩まされましたっけ。

			もうSolitonの時に十分に分かっていたので、ここでは”NECの”僕と同じ事は出来ない事は本人は十分に分かっていたのですが、回りはそうは見てくれないのですね！

			もう１つは、メーカーとソフトウェアハウスとの違いも痛感する事になりました。

			メーカーは自前で製品を作っていますので、その製品に関して分からない事があれば、社内メール一通で詳細に疑問に対する回答が受け取れる訳です。

			一方、ソフトウェアハウスでは、自前では製品は作っていませんので、その製品に対するノウハウが一切入って来ないのです、この違いにも悩まされました。

			皆さん、ごく自然に、使用する予定のハードウェア装置で”ある事”が出来るのかどうかを全く検証せずに、どんどんソフトウェアの設計書を書かれて行くのですね、

			これはメーカーで育った僕には考えられない事で、これについては僕の事をサポートしてくださるメンバーにお願いして、何とかハードウェアを調達してもらって何とか自分なりに検証しようと試みたのですが、疑問点を解決するすべが決定的になくて、これにも終始悩まされましたっけ。

			　

			そんなこんなで、ここではあまりお役に立つ事が出来ずに、幕を引く事になります。

			「せっかく誘って頂いたのに、最善を尽くして頑張ったのですがお役に立てず、本当に申し訳なかった。」と思っています。

			　

			　

			そして、またもう少し自分らしく働ける方法の模索を再開する事となります。

			　デジタルハリウッド　横浜校　Ｗｅｂクリエイター総合プロコース 時代

			　

			試行錯誤のあげく、たどり着いたのが、１９９７年に自己流で始めた”ホームページの作成”にこそ、僕の未来があるはず！という結論でした。

			これなら、一人で家で出来ますからね！いわゆるSOHO（Small Office Home Office）ですよね！！

			　

			そこで、自己流ではダメだという事で、ちゃんとスクールに通って正式な技術を学ぼうという事でした。

			いくつものスクールに出向いて、話を伺った中から、自分なりに「ココだ！」と！と来たのが、デジタルハリウッド校でした。

			唯一の欠点は、ここは月謝がお高い事でした！

			ここで、YMTCの方から、日産のNISMO（東京大森）での”陸送”のアルバイトの話を紹介頂き、入社の試験にも見事通って、半年間のスクール＆陸送の２重生活が始まる訳です！

			この半年間は、本当に大変でした～

			陸送のアルバイトは本当に一日中運転しているか歩いているか電車かバスで移動しているかで、夜、家に帰るとヘトヘトでしたが、スクールの勉強もやって、寝て、また朝一番から大森へ行く訳です。そして日曜はスクールです！休みなしでしたっけ。陸送は車の運転ですし、自分の車でないのでもちろん事故る訳には絶対行かず、本当に肉体的にも精神的にも大変でした、痩せましたもんね、ほんとに（笑）！！

			でもそのおかげで今まで以上に車の事が好きになりましたし、どんな車が来てもすぐにこちらがアジャストしてスムースにドライブする”楽しさ”を覚えさせて頂きました！今はたいていの車ならすぐに適応してスムースにドライブ出来ますよっ！！

			　

			スクールの方は、本当にハイレベルな授業がどんどん進められまして、本当について行くので精一杯でしたね！でも、無事に卒業証書を頂けました！

			この時に卒業制作で作成したのが、サイト『Ｆ１ＴＶ観戦記』になります、このサイトはその後２０１１年まで更新が続く事になります。

			また、この時の講師でしたMagical Beansの新山博子さんには卒業後も色々とお世話になる事になります。

			　３．学生時代

			　

			　Message

			　

			中学→高校→大学と進むたびに、より広い地域から人が集まって来ますので、どん、どんと新しいキャラクターのメンバーに出会えて、いつもとても新鮮でした！

			新しい集団に入った時には、やはり”第一印象”というのが大切みたいでして、最初の段階でみんながしない事をして見せたりすると、ほんと自然とアンテナを張ってくれてる人達（大概、優秀な人が多い。）が集まり、楽しい学園生活がスタート出来たりしましたね。

			僕の場合の売り（笑）は、やはり学力でしたので、それを最大限に発揮して、仲間を作って行ったように記憶しています。

			皆さんも、是非、自分の長所をしっかりと把握されて、それを発揮されると楽しい学園生活が送れると思います。

			また、これはとても重要なことだと痛感しているのは、学生時代にはコツコツと勉強に励んでください。

			社会に出ると、仕事が始まる訳ですが、そこではいきなり全て応用編からのスタートになるのです。

			ここで、学生時代に全ての教科をまんべんなく学んでおくと、何を任されても基本が出来ているので、いきなりの応用編も問題なくこなせて、先輩から「こいつ、出来るじゃん！」となって、本当に楽しい社会人人生につながって行きますから！

			是非、全て（勉強も含めて）を楽しんで！

			　

			　誕生

			　

			昭和３０年中盤の２月２０日に、母の実家（千葉県鴨川市）の近くの病院で、佳彦（よしひこ）という名で、この世に生を受けました！

			父：達郎（たつろう）、母：和子（かずこ）の長男です。ここに生を受けて本当にラッキーで幸せな僕です！！神様に感謝。

			　４年後の３月７日に、次男：直明（なおあき）がこの世に生を受けます。本当に仲の良い兄弟！喧嘩の記憶がありません。

			　

			　三鷹市立鶏鳴幼稚園 時代

			　

			一貫して、担任のみどり先生に夢中だったような記憶が．．．．

			優しくて、素敵で、美人で、ほんといい先生だったんですね。大好きでした（笑）

			また、生まれつきは左利きでしたが、この頃自分で勝手に右利きに直してしまう。

			　三鷹市立第二小学校 時代
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			両親の田舎（千葉県鴨川市）に帰ると、えっちゃん（小泉悦雄さん）・のりちゃん（小倉紀子さん）兄妹にほんとによく遊んでもらう。

			えっちゃん所有のブルーバード510をいたく気に入り、暇さえあれば運転席に潜り込んでいた。

			同じくえっちゃん所有の豪華なステレオセットにも興味津々でした。

			のりちゃんとふたりっきりのデート（お使いや山菜取りのこと）

			を経験したり、農作業のお手伝いで、耕運機（トラクター）の完全単独運転も経験したりで、すっかり大人の気分の頃（笑）

			また書道教室に通う。

			この頃は”よっちゃん、よっちゃん”と呼ばれる。

			　

			学校のことはあまり覚えていませんが、今、はなちゃん・けいちゃんの相手をする時に本当に役に立つことがびっしり詰まっている時です。

			よく、この頃のことを一生懸命思い出していましたっけ（笑）

			　

			　横浜市立汐見台小学校 転校(小５)→卒業 時代

			　

			父の転勤の関係で、神奈川県横浜市に引っ越す。

			東京からの転校生ということだけで、スゴク注目されてしまう。違うクラスの子達が休み時間に覗きに来た程（ちょっと異常）～

			また「放送部」に入り、いろいろと校内放送をしていたら、”低音の魅力”、”うぅん、マンダム”というあだながついてしまいけっこうとまどう。

			（やっぱり今でもゆるせぇ～ん！（笑））

			しかしこの頃から、スタジオ、ミキサー、マイク、レコード等にはすごく興味があり、ちゃんとした器材が揃っている放送部のスタジオに入って、構成を考えて、時間が来たら自分で選んだＢＧＭをかけて、いろいろな原稿をマイクに向かってしゃべったりするのが、とても楽しかった頃。

			６年は担任の白石先生（女性でベテランの方）がとてもいい先生で、クラスにとてもまとまりがあり、充実した最終学年を過ごす。

			淡い初恋もあったりしました。

			　

			　横浜市立汐見台中学校 時代
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			友達の「男子バレーボール部」設立に参加して、バレーボールに熱中する。

			さらに、自動車・レース雑誌を読みはじめ、友達と「ああだこうだ」と言い始める。

			学校の近くにある英語教室に通う。

			この頃は”やまぁ”、”やまっ”（や、にアクセント、ま、に少しアクセント）と呼ばれる。

			　

			２年の時に引っ越した（両親が一戸建てを購入）ので通学時間が伸びるが、電車通学となり、始めて腕時計を買ってもらい、無性にうれしかった記憶があります。

			また両親が成績だけには厳しかったという記憶もあります。

			　

			　神奈川県立横浜緑が丘高校 時代

			　

			”南部学区の一流校”と言われる、学区内の公立高校では一番ランクが高い学校に入る。

			当時プライドが高かったので、一番の学校しか目に入っていなかっただけのことですが。

			　

			授業中にあくびしてたりすると、直接家に連絡して、「お子さんの規則正しい生活は親の責任です」という先生も（もちろん普通の先生も）いたりして、両親もより成績々々という感じになっていた頃。

			まじめに勉強していて、クラスで10番には入れるかという程度のものだったと思います。

			高3の時は、代々木ゼミナール大船校に通う。

			この頃は”やまさん”と呼ばれる。

			　

			また、川口恵里さんを大好きになり、メンバーの有田君に相談して、告白のタイミングをちゃんと考えて作って、告白出来ました。返事は「高校の間は恋愛しない事の約束をしているから。」というものでした。でも、ここでちゃんと気持ちを伝える事が出来て本当に良かったと思っています。なぜなら彼女は乳がんが脳に転移して、もうこちらの世界には居ないのですから！

			　

			最後の方には、小林菜穂子さんが僕に思いを寄せてくださっている事を知るのですが、意中の人がいた僕は、お互い受験頑張りましょう！との郵便を出しただけで本当にKYなやつですよね！「はい！」と言ってお付き合いしていたら良かったのにね、人生変わってたでしょうね、きっと。

			　

			　駿台予備校　午前部 時代

			　

			大学受験の試験が終わった時に、感触で「落ちた！」とわかり、落ち込むこともなくおそらく一番難しい予備校をさっさと受けに行って、受かって入学。

			メチャさめてたころ。

			模範的な受験生の一年間。

			でも、学校では教えてもらえなかった、数多くのことをここの先生方には教えて頂きました。

			僕の自信の一部は、間違いなくこの一年間で作られたと思います（おおげさ）

			決して負け惜しみではなくて、一浪してよかったと今でも思える一年間です。

			　

			　横浜国立大学　工学部　電気工学科 時代

			　

			大学受験の試験が終わった時に、「受かった！」と確信して、受かって入学。

			　

			一年の始めに、担当の教授の方から、成績がよければいい会社に入れると聞いて、いい成績が取れる程度に勉強する。

			また最初の授業の始まる直前に、先輩の生協委員の方が「誰か生協委員になりませんか？」と呼びかけられ、僕は！と来て、一人手を上げて”生協委員”になりました。

			でも、これがアンテナを張っている人達（大概、優秀な人達）のアンテナにキャッチされたようで、その授業の後ですぐに僕の回りに１０人くらいの集団が出来まして、結局この集団が４年間ずっと変わらず仲良く勉強も遊びもともに過ごすメンバーになりました！

			本当に楽しかった、特に米田賢治君とは本当によくつるんでいましたっけ！彼の両親が転勤で大阪に行くと決まった時も、僕が「残りなよ！」と言って彼が横浜に残って一人暮らしを始めました。

			また米田君は「あれ？文系！」と思うほどにいわゆる現代国語にとても強くて、毎日一冊のペースで文庫本を読んじゃうくらいの読書家で、僕も大いに影響を受けて、この４年間は本当にたくさんの文庫本を読みました。この趣味は社会人になってからも続いていました！

			「米田、４年間、本当にありがとう！おかげで、とても楽しかった！」

			このグループは、今でも毎年忘年会が開かれています～

			”大学時代の友人は一生もの”です、是非若い人達にも良き友をたくさん作って頂きたいです！

			この頃は”やまさん”、”よしひこぅ”（最初の３つは低めの同じ高さの音、こ、にアクセント）と呼ばれる。

			　（どちらの呼ばれ方も特に気に入っていた。）

			　

			最終的に、120人中20番程度の成績を取り、念願かなって第一志望の会社に入社します。

			　４．音楽」

			　

			　Message
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			音楽は、本当に人の気持ちを動かす事の出来るものですので、是非、生活の一部にして頂きたいと思います！

			ジャンルは問いません、ご自分のお好きなもので良いと思います。

			一日のスタートや「ここ勝負だ！」という時には、アップテンポな曲が良いですし、一日の終わりや「終わった～」という時には、スローテンポの曲を流すと、自然とそういう準備が整ったり、リラックスが本当に出来るものですから。

			また、本当にお好きなアーティストが出来たなら、お金は張りますが、是非、ライブ（生演奏）を聴きに行かれる事をお勧めします。CDやライブ盤では味わえない一発勝負の緊張感、臨場感、一体感が味わえて、きっとさらにそのアーティストの事が好きになれる事でしょう。

			もう一言、是非２回は同じCDを聴いてくださいね！

			一度で気に入るタイプの曲と、２度３度と聴くうちに「あぁ、いいなぁ〜」と思える音楽があるからです。

			　

			　

			　三鷹市立鶏鳴幼稚園 時代

			　

			ヤマハオルガン教室に通う。音楽する基礎になったので、これには両親に感謝！！

			　

			　横浜市立汐見台中学校 時代

			　

			この頃、ギターを弾きはじめ、文化祭でもステージに立ったりする。

			また、ウィニーズというバンドが結成されていて、とても人気がありテクニックもあって、放課後毎日のように彼らの練習をずっと聴いていましたし、かれらのコンサートでは受付を買って出て、受付をしましたね！

			このバンドには、有田耕一郎君も参加していました。プロマイドも出回る程、校内ではとても人気がありました！

			　

			　神奈川県立横浜緑が丘高等学校 時代

			　

			一年の時に別のクラスになった有田君が僕の教室を訪ねてくれて、「バンドやりたいんだ！」と言われて、二つ返事でOKして、”蜩（ひぐらし）”というバンドを４名で結成して、「軽音楽部」に入り、ギター弾いて、バンド活動、ひたすら楽しかった。

			伊勢正三、石川鷹彦、吉田正美、ジョージ・ベンソン等にはまる。

			　

			その後、”バンドエイド”というバンドで一緒になった直ちゃん（関谷直子さん）と付き合える事になり、非常に嬉しかったのですが、いかんせん初恋なので、毎日帰り道が一緒なのですが、悲しいかな、何を話して良いか分からず、２人でほぼ無言で電車に揺られていました～また僕はこの無言の時間に耐えられずひどい別れ方をしてしまい、この時の（自分の取ってしまった行動の酷さに受けた）衝撃は今でも”トラウマ”になっている程！！でも、彼女には絶対にいつか正式に謝罪しないといけないと、いつも思っています。「ごめんなさい！」

			（恋愛に関して、あまりに未熟過ぎました。）

			　

			　横浜国立大学　工学部　電気工学科 時代

			　

			バンド活動の方は、有田君が中心になってメンバー選定をして、有田君、関谷直子さん、加藤次雄君、太田幸宏君、石塚淳君、僕でバンド『大貧民』を結成して、色々な大学の学園祭で演奏しましたっけ。ひたすら楽しかったですね！！

			伊豆高原の有田君のお婆様の別荘で合宿もよくしましたっけ。

			このメンバーとも今でも頻繁に交流があります！やはり大学時代の友人は重要ですね。

			この頃、ラリー・カールトン、CASIOPEA、松岡直也等を知る。

			　

			　社会人 時代

			　

			メンバーの結婚式になると集まって練習して、披露宴で２曲くらい演奏する程度の活動になりましたね！

			でも聴く方はCDはもちろん、CASIOPEAの日比谷野外音楽堂でのライブは、何年連続で通ったでしょう、ちょっと数えられないくらい。

			　

			しかし、この頃は、バンド”大貧民”のメンバーでいわゆるおやじバンドですが、おのおの練習してスタジオに集まって録音などしています！

			皆で同時に音を出す瞬間のワクワク感が最高です～

			　

			最近よく聴いているのは、辻井伸行さん、宮本笑里さん、ココドール、野呂一生さん、押尾コータローさん、絢香さん、Mr.Children、Dreams Come True、今井美樹さん、竹内まりあさん、南沙織さん、山口百恵さん、ふくい舞さん、YUIさん、ZARD、Superfly、中島美嘉さん、茉奈佳奈さん、miwaさんなどですね！

			最近ライブに足を運んだには、中島美嘉さん、押尾コータローさん、SPEED、宮本笑里さん、miwaさん、絢香さんですね！

			　

			　

			　主要な音楽ライブラリは、こちら↓からどうぞ。　

			　

			　http://y-yamasan.com/music/music.htm

			　

			　http://y-yamasan.com/studio/index.htm

			　５．車

			　

			　Message

			　

			昨今、よく言われる事のひとつに”若者の車離れ”があります。

			もちろん、車は非常に高価ですし、維持費もバカになりませんが、それをおぎなって余りある”車の魅力”に、是非一度は触れてみて欲しいと思います。世界が変わります！

			また最近よく思うのは、高齢者になって行くに従って、徐々に徐々に、重たいものが持てなくなり、さらには歩く事が大変になって来るようです。

			それは即ち、日々の生活用品の買い物（これ、切実な問題なのです！）自体が、大変な作業になって行く事を意味しています。

			そんな時に、車があると本当に”助け”になるのです。将来のこういう時のためにも、是非若いうちに車生活を経験して欲しいと思います。

			　

			　横浜国立大学　工学部　電気工学科 時代

			　

			車の免許を取り、MAZDA FAMILIAを買ってもらい、念願のドライブが趣味に加わる。

			大学の通学にも、バンドの練習、合宿にも、スキーにもどこに行くにもこれ、でしたね～

			お約束のように、一度事故ルしかし以降は無事故。

			この車には一人で好きな音楽かけながら走る楽しさ、皆でわいわい走る楽しさを教えてもらいました～

			ある時は、無線機をレンタルして３台でドライブ旅行、車内では３台で無線機とカーステ使って、イントロドンをやりましたね！！

			渋滞が逆に嬉しいみたいな感じでしたっけ（ほんと）～

			　

			　社会人 時代
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			子供の頃からのあこがれの車でした”ブルーバードSSSアテーサ”をついに手にする！本当に子供の頃からの夢が叶い、有頂天でもありました。

			次に、モデルチェンジした”ブルーバードSSS-Gアテーサ”に乗り換える。

			この２台にも、一人で音楽流しながらドライブする楽しさ、皆でわいわい言いながら移動する楽しさ、両方教えてもらいました、感謝！！

			その後、ブルーバードのエアコンが壊れて修理にすんごい高額見積もりが出て、泣く泣くブルーバードを手放す（廃車になったろうなぁ、、、）

			　

			次の車を考えている時に、最初に乗ったFAMILIAの大きさがとても心地良かったのと、当時F1世界選手権シリーズでホンダがとても頑張っていたので、ホンダのFitに試乗してみたところ、ブルーバード以上のハンドリングの快適さに衝撃を受け、次の車は”HONDA Fit 1.5S”に決まりました。

			次に、新型Fitにハイブリッドシステムが載ったというので、試乗してみたら、先代Fitとは明らかに違う上質な空間がスーッと移動して行き、また衝撃を受けてハイブリッドというCO2の事をちゃんと考えているところにもとても共感出来たので、”FIT HYBRID”に乗り換えとなります。

			この決断には、普段ほとんど誉めない父も満足しているようです（笑）僕の株も少し上がったみたいです～

			この２台では、両親と一緒に色々なところに、ドライブ旅行に行っています、両親は座っているだけで目的地に着きますので、とても良いようです～

			また、このFit２台は、両親の買い出しにちょくちょくお呼びがかかります、やはり重い荷物は大変な様子です！もちろん二つ返事でFit登場ですよ！

			　

			電車やバスですと、どうしても見知らぬ人と一緒に移動なのですが、車ですと完全に自分達だけの空間が移動して行きますので、その気持ち良さは格別と思います！また今はカーナビやスマートフォンナビなども充実して来ていますので、道の心配も昔に比べたら格段に敷居が下がって来ていると思います。

			また、自分が高齢者になった時に、こういう移動手段があると本当に助かると思います！！

			（先日、タクシーをコンビニに横付けして、待たせておいて、買い物をされてそのタクシーで帰って行かれたご老人を見ました！そうなってしまうんですよ～）

			こういった意味合いから、是非若い人にも若いうちに是非一度”車生活”を経験してもらいたいと願う訳です。

			　６．パスタ

			　

			　Message

			　

			料理は、とても楽しいものです！

			もちろん、毎日々々３食用意しなければならないような主婦の方にとっては、本当に献立を考えるだけで大変な作業でしょうが、たまに作る料理は最高の気分転換になりますし、さらに終わった後に美味しい食事が待っているのですから、こんなにハッピーな事はありません（笑）

			料理は、最初から最後まで、創意工夫満載！の作業です。自分のひらめきやアイデアを自由に思うままに発揮出来るそんなステージです、これは始めたら絶対にはまる事請け合いです。

			また食材には、是非、旬のものも盛り込んで使って頂きたいと思います！やはり旬のものはまず美味しいですし、さらに多く手頃な価格で出回りますし、四季折々を考えればそれだけでレシピは単純に考えて４倍にはなりますから、これを使わない手はありません。

			コンビニに行けば、絶対に調理済みの食品があり、チンするだけで食べられるものもたくさんある時代ですが、あえて”料理”を是非、趣味のひとつに加えて頂きたいと思います。きっと、料理出来て良かったぁ～と思う時が訪れると思いますから。

			　

			　Contents
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			さて、お話は２００２年９月の、とある昼下がりにさかのぼります。

			僕は、ふとこれからは男性も家事が出来ないといけないな！と、ふと真剣に考えたのでありました。（笑）

			さて、家事とは何があるのか？と考えたところ、部屋の掃除、洗濯、お風呂掃除、トイレ掃除、料理、お皿洗いなどが浮かびました。

			部屋の掃除？→掃除機でやればいい○

			洗濯？→最近は乾燥までやってくれる洗濯機がある→買えばいい○

			お風呂掃除？→大変なだけ？→その気になればやれる○

			トイレ掃除？→ちょっと汚いけど？→その気になればやれる○

			お皿洗い？→最近は乾燥までやってくれる食器洗い機がある→買えばいい○

			料理？→これは難題だ！！！？？？→よし、これをマスターしよう！！！

			　

			という訳で、僕は料理をすることにしたのでした！（笑）

			　

			最初は、中華料理にトライしました。

			まずは、焼餃子、そして麻婆豆腐と進んで行ったのですが、その後が続きませんでした。

			次にトライしたのが、大好きなパスタでした。

			これは家族（特にお袋）の評判もすこぶる良くて、レシピもいろいろ出て来て、それから毎週１回は家族３人の食事を僕は作り続けて来たのでした（ほんと）

			　

			２００２年からですから、もうかれこれ１０年になるのですが、パスタ作りは飽きませんね、逆にどんどん楽しさが増して来ている感じさえします！！

			冒頭にも書きましたが、料理は本当にその人のアイデアを遺憾なく発揮出来るステージなのです！

			最初は、基本的なレシピは本や気に入ったサイトから拝借して、”まずは真似する”ところから始められれば良いでしょう。

			やっていくうちに、きっと料理番組を見る機会が増えて行く事でしょう、あっ、これ使える！こうやるのか！なるほどねぇ～のオンパレードだと思います～

			そうしていくうちに、自分でも自然と応用編、アレンジ編のアイデアが出て来る事でしょう、それを膨らまして、どんどん自由に作って頂きたいと思います。

			簡単に達成感が得られますし、本当によい気分転換になる事でしょう！！

			是非、思いっきり楽しんで！！！

			　

			　

			　基本となるレシピは、こちら↓で。

			　

			　http://y-yamasan.com/pasta/index.htm

			　

			　アレンジ編なら、是非こちら↓で。

			　

			　http://blog.livedoor.jp/yosihiko2004/archives/cat_1060503.html

			　７．人生

			　

			　Message

			　

			ここでは今までのテーマでは語れなかった部分について、補足的に語って行きたいと思います。

			ですので、特に皆さんに”これ”というメッセージはないのですが、お付き合い頂ければ幸いです。

			　

			　人生

			　

			”人生”ってとても大きな言葉ですね！

			そんな言葉を前に偉そうな事は何を言えないのですが、（それぞれ生い立ちも違えば、境遇も違うので、全ての人にあてはまるなんて、とても言えませんが）僕は、”人生、楽しんだもの勝ち”だ！という言葉が最近とみに好きになっています。

			そりゃ人生ですから辛い事もあるでしょう、でもそんな中にもどこかに楽しい部分を見つけて、そこを中心に事にあたって行けば、きっと楽しめると思うのですよね！

			また、”楽しんでやってる者には、誰も適（かな）わない！”という言葉もその通りだと思っています。

			楽しんでる人は、もっとその先へ先へと、ハードルを安々と超えて行けるんですね！だから、義務感、嫌々、仕方なく、流れで、などの人達は到底適いっこないのです。

			だから僕も、楽しんじゃおう！の精神で色々な事をやっています。

			皆さんも是非、そんな気持ちで物事に取り組んで欲しいと願います。

			　

			　

			　野球

			　

			小学校時代、東芝の少年野球チームに所属しまして、野球やってましたね！守備位置は覚えて居ないのですが４番を打っていたのは覚えています。試合にも出てましたよ！

			この頃は右打席で打っていたのですが、大学時代に篠塚選手に憧れて真似して左打席で打つ練習をしてみたら、生まれつき左利きだった影響でしょうか、こちらの方がすんなりと打てまして、草野球でよく打てましたよ～

			　

			小学生時代を東京は三鷹市で育ったせいと、両親がファンだった影響もあって、大の”巨人”ファンで来ていますが、最近では”大リーグ”で活躍する選手が出て来たり、”WBC”世界ベースボールクラシックで日本が２連覇を見事達成していて、そこで活躍する優秀な選手がNPBの各チームに居る事が分かってからは、色々なチームにひいきの選手がたくさん出来て来て、ますます野球観戦が楽しくなっています！

			今の一番は、マリナーズのイチロー選手でしょうか。古くは、王選手、長嶋選手に始まり、吉村選手、篠塚選手、桑田清原のKKコンビ辺りでしょうか。

			そう大学時代、米田君が山田久志投手の大ファンでして、球場に山田投手のピッチング観に行きましたっけ。

			最近では、杉内投手、涌井投手、内川選手、ダルビッシュ有投手、田中将大投手など、やはりWBCで活躍された選手には注目してしまいますね（笑）～

			　

			また野球がやりたくなって来てまして、よくバットのすぶりをしています。

			昔よりもっと上手に打てそうな予感がしています。近いうちに”バッティングセンター”通いが始まりそうな予感です。
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			　テニス

			　

			これの始まりは、NEC時代に僕の事を気に掛けてくれていた桐原主任、松木主任、大東主任などの皆さんが「毎週土曜に浦和でやってるから、来ない？」と誘って頂いたのがきっかけで始めたのですが、最初は全然打てなくて、唯一の武器は野球のバッティングのような両手打ちのバックハンドストローク、これだけは正確に打てました！

			でも皆さん温かくて、全然打てない僕にもダブルスの試合形式にも参加させてくださり、テニス合宿にまで連れて行ってくださいました、本当に感謝の言葉しか思い浮かびません、毎週ブルーバードで往復４時間かけて、２時間テニスするために通っていた訳です～まぁ、ドライブ＆テニスですね（笑）～

			　

			本当に真剣になったのは、やはり”松岡修造”選手の登場によるところが大きかったと思います！

			チケット買って、修造選手の試合観るために東京まで足を伸ばしましたから、かなりの本気具合が伝わって来ますね～

			話は変わって、そういえば生まれてこれまで”一人暮らし”をした事がない事に気付き、「これはいかん！」と思い、藤沢で２年間アパート暮らしを始めました。

			この時に何かスポーツを始めたいと思い立ち、色々探してみたら、近くに有名なSSC（荏原湘南スポーツセンター）がある事を知り、すぐに入会して、本格的に一からテニスと言うスポーツを習いました！

			すぐにその魅力にはまりました、程なくして同じクラスだった山下正臣さんに誘われて、ダブルスの試合に出る事になるのですが、なかなか一勝を上げる事が出来ず、ますますのめり込んで行き、一番の時には週に４回テニスしてました、ちょっと異常でしたね（笑）～

			　

			今はテニスはもっぱら観る専門です。

			錦織圭（にしこりけい）選手の大活躍にしびれっぱなしですぅ～

			一度で良いので、圭が勝つ瞬間を目の前で観てみたいですね！

			　

			　

			　写真

			　

			これは小学生の時に、父から僕専用のYASHIKAのコンパクトカメラを買ってもらったのが始まりですね、本当に楽しかった～

			父と撮影旅行と称して、色々なところに連れて行ってもらって、父とおなじ場所でそれぞれのカメラで写真を撮る訳　　　　　　　　　　

			　　　　　　　　　　　　です。そしてプリントが上がって来ると、父の作品と自分のそれをじっと見比べる訳です。もちろん、父の出来栄えの方が全然良い訳です（笑）～
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			そこから、どういう風に撮ったら良いのか、どういう風は良くないのかを比較しながら学んで行った訳です。すごく良いスタディでした！感謝！！

			　

			大きくなってからは、自分でカメラを買って、どんどん撮り始める訳ですが、基本はあの日の比較スタディにある訳ですが、最近では父はほとんど写真を撮らなくなってしまい、少々寂しい気持ちもあります。

			　

			また、コンテストなどにも出展し始めていて、結構展示されたりしています、これも楽しみ方の一つですね！

			　

			不思議と良い写真の撮れるカメラと、そうでないカメラがあります。

			もし写真に興味のある方は、是非ちょっと高性能のカメラを購入して、撮ってみてくださいね！

			その違いは、思うより大きいものですから～

			是非、楽しんでどんどん撮ってくださいね！！

			　

			　詳しい写真作品に関しては、こちら↓からどうぞ。

			　

			　http://y-yamasan.com/photo/index.html

			　

			　

			　動画

			　

			また最近は撮った写真を使用して動画に仕上げて、Youtubeに投稿して楽しんでもいます！

			これはまた、動画を制作するという新たな楽しみをくれるものでして、お勧め出来る楽しみ方だと考えています。

			　

			　詳しい動画作品に関しては、こちら↓からどうぞ。

			　

			　http://www.youtube.com/channel/UCN-h_SmnZSfI8QFPXSG8xLQ

			（このページは、Youtubeのサイトで Yoshihiko Yamaguchi で検索すると出て来ます！）

			　

			　

			　

			　映画

			　

			「これは！」と思った映画は是非シネコンの大型スクリーンで、大迫力で楽しんで頂きたいと思います。

			自宅で液晶テレビにDVDももちろんあり、なのですが、あの臨場感、迫力は足を運ぶ価値あり、です！

			僕は、ジブリの『ハウルの動く城』からでしょうか、横浜みなとみらいのシネコンに大きな駐車場が備わっているのが分かってから、車で行って駐車して（映画を観ると３時間の無料チケットがもらえる！）映画を観て、帰りに『くじら軒』や『Ｇ麺７』でラーメン頂いて帰って来ると言うパターンが始まったのは。

			ジブリ、PIXER作品は必ず、ですし、綾瀬はるかさん主演のものもほぼ全て観てますし、”アバター”、”感染列島”、”僕と妻の１７７８の物語”、”阪急電車”などは特に印象に残っています～

			　

			そう、『コクリコ坂から』の舞台になった学校が、我が母校、横浜緑が丘高等学校だという話は、自慢の逸話です！

			　

			　詳しい鑑賞作品に関しては、こちら↓からどうぞ。

			　

			　http://blog.livedoor.jp/yosihiko2004/archives/cat_1060534.html

			　

			　

			　

			　アイドル

			　

			人生の中で、一度や二度はきっと、この人に「会いたい！話をしたい！」という人にめぐり合うと思います。

			僕は今までで２回だけ、そういう方にめぐり合っています！
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			一人目は、浪人時代の一年間、石野真子さんでした！

			毎日々々、勉強で本当に忙しかった中、「光」でした～♪

			府中のデパートの屋上での握手会に、わざわざ出かけて行ったのです！

			あの時の手の感触は、一生忘れられないものです！

			　

			今また、一人、どうしても「会いたい！」方が出来ました！！

			女優の原幹恵さんです。

			２０１４年のバレンタインイベントに、大雪の中、強行突破で出向いて、「お会い出来て、握手して、お話！」すごい大変な思いをして２５時５分の帰宅！それが初対面！

			思い出深すぎます！

			でも、生きていくための「光」が見えました～♪
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			でも、いずれの方でも、「あっ、自分の普段の生活態度もちゃんとしよう！」と思わされる程でして、大いに良い影響が広がるのです！

			　

			皆さんも人生で一度や二度はそんな経験をされることでしょう。

			その方が人生の伴侶になる方かも知れませんし、人生の支えになる方かも知れません！

			是非そんな時には、躊躇せずにまっすぐに突き進んで欲しいと思います。

			もちろん、僕もそうするつもりです！

			　

			　

			　原幹恵さんの　私設応援ファンページは以下の通りです。

			　

			　http://y-yamasan.com/mikie/　

			　ID : miki

			　Password : miki

			　８．後書き

			　

			最後までお付き合い頂き、本当にありがとうございます、感謝です！

			若い人には、是非この内容が少しでも参考になって、より素晴らしく羽ばたける事を願っています。

			また、山口　佳彦という人物の事を少しでもご理解頂けたなら、幸いです。

			　

			最後になりましたが、この著書を通じて、僕が若者にお伝えしたかった事は、”Only One”の存在になって欲しいという事です。

			そうすれば、どこの組織に所属していようとも、「あの人が居なければ、」となって絶対の存在となれると信じています！

			　

			また、古い時代のなつかしい写真の捜索、提供など、こころよくサポートしてくれた両親：達郎様、和子様に、最大の感謝を述べたいと思います。

			　

			そして、いつも最大限のサポートを頂いているYMTCグループの宇佐美万喜先生、清水淳先生、大西聡子先生、桑沢三保子先生、佐藤結実さんには、本当に心よりありがとうございます。

			　

			Thank you so much, everyone !!!

			　

			　

			　

			個人のホームページ　：　http://y-yamasan.com

			
				
					[image: ]
				

			

			twitter　：　yoshihiko_yama

			Facebook　：　https://www.facebook.com/YoshihikoYamaguchi2012

			
				
					[image: ]
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